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庭 地 大

群馬大学医学部小児科学教室
指導 小児科 松村龍雄 教授松島

正視助教授
病 理 川合 貞朗 教授

受 付 昭 和34年10月51日

緒 言

同一局所に ツペルク リン(以 下 ツと略)注 射を反復す

ると,反 応は早期に は強 く現われ,48時 間後に 減弱す

ることはひろく知 られている。前報1)～5)で は,ツ 注射

を同一局所に2回 および3回 反復注射 して,ツ 反応促

進現象の様相を組織学的に調べた 。そしてこのツ反復注

射 による反応の促進現象はツに特異的な反応であるにと

は,前 田4),増 村5),宮 下6)ら の 実験に よつて認め ら

れている。すなわち前田MPPD(精 製 ツベルクリン)

をあらかじめ旧ツにてヅ反応を行なつた部位および初回

部位に注射して,24お よび48時 間後の反応を比較観、

察し,PPD反 復注射部位では,旧 ツ反復注射部位 と同

様に初回注射部位 とは明らかに 異なる反応の経過を呈す

ることを認めた。教室の増村MPPD-sを 前臆におい

て,あ らか じめ旧ツにてツ反応を行なつた部位に注射 し

て,反 応の全経過を観察し,旧 ツ反復注射部位 と同様

に,反 応は3,4時 間後の早期に は強 く現われ,48時

間後に減弱す ることを認めた。 また教室の宮下MPP

D-sを 人体背部の 同一局所に4週 間隔で2回 反復注

射し,旧 ツ反復注射部位 と同様に 反応は2～4時 間後の

早期より強 く現われることを認めた。 これ らの 実験か

ら,同 一局所に ツ注射を反復 したさいに現われる促進現

象はツ活性因子に特異的であると考え られている。

本報では,こ の問題に ついて組織学的な面か ら究明を

試みると同時に,あ らか じめ旧ツにてツ反応を行なつた

部位にPPD-sを 反復注射 したさいの反応の経過を組

織学的に観察 し,旧 ツ反復注射部位の反応の経過 と比較

した。

研究方法および研究材料

研究材料M胸 部手術患者8例 の 背部の 皮膚切開部よ

り採取した。ヅ反応M予 研製PPD-s0.06γ,お よび

2,000倍 旧ツ液0.1ccを 皮内に 注射 して行な つた・

PPD-s反 復注射部位 としては,旧 ツにてツ反応を1

ヵ月前に行なつておき,今 回PPD-sに て ツ反応を行

なつた部位をとり,旧 ツ反復注射部位としてM,旧 ツに

てヅ反応を1ヵ 月前に行なつておき,今 回再び 旧ヅに

てツ反応を行なつた 部位をとつた。PPD-s初 回注射

部位 としては,前 回は ツ反応 を行なわず,今 回 新たに

PPD-sに て ツ反応を行なつた 部位をとり,旧 ツ初回

注射部位 としては,前 回はヅ反応を行なわず,今 回新た

に旧ヅにてツ反応を行なつた部位をとつた。PPD-s反

復注射部位の皮膚の採取時間は,第2回 ツ注射後4,12,

24,48時 間 とし,各 時間の 例数Mお のおの2例 ずつ

で,計8例 を得た 。旧ヅ反復注射部位,PPD-s初 回

注射部位および旧ツ初回注射部位について も,採 取時間

および採取例数MPPD-s反 復注射部位の場合と全 く

同じに行なつた。またPPD-s反 復注射部位,旧 ツ反

復注射部位,PPD-s初 回 注射部位,旧 ツ初回注射部

位 ともツ注射後同一時間に同一個体 より採取 した。

採取した皮膚は10倍 ホルマ リン液で固定し,発 赤お

よび硬結の中心部よ りパラヒン切片を作製 し,ヘ マ トキ

シリンエォジン染色,マ ロリー染色,オ ルセイン弾力線

維染色,パ ップ鍍銀染色を行なつて調べた 。

成 績

1.肉 眼的所見

肉眼的所見に ついては,発 赤および硬結の大 きさと発

赤の色に ついて観察 した。

発赤および硬結の大 きさについては,PPD-s反 復

注射部位では4時 間後よりはなはだ大 きく現われ,48

時 間後までほぼ同程度で持続した。旧ツ反復注射部位で

は4～24時 間後に ははなはだ大 きかつたが,48時 間後

にやや減少した。PPD-s初 回注射部位では4時 間後

は小 さかつたが,12～48時 間後には増大した。 旧ツ初

回注射部位でも4時 間後は小 さかつたが,12～48時 間

後に は増大した。

反応の大きさについて,PPD-s反 復 注射部位およ

び旧ツ反復注射部位とPPD-s初 回注射部位および旧
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ツ初回注射部位 とを比較す ると,両 初回注射部位では4

時 間後は小 さく,12時 間以後には 増大していたが,両

反復注射部位では4時 間後よ りはなはだ大 きく現われ,

48時 間後までほぼ同程度で持続 していた。PPD-s反

復注射部位 と旧ツ反復注射部位とを比べ ると,両 者はほ

ぼ同じ経過を示 したが,PPD-s反 復注射部位の ほ う

がやや大 きかつた。 また,PPD-s初 回注射部位 と旧

ヅ初回注射部位 とを比べ ると,両 者は ほぼ同じ経過を示

したが,PPD-s初 回注射部位の ほうがやや大 きかつ

た(図1)。

図1肉 玉眼 的 所 見

発赤の色については,淡 紅色,鮮 紅色および暗赤色の

3種に 分けて観察 した。PPD-s反 復注射部位では4

時間後には 淡紅色を呈する例がみ られず,2例 とも鮮紅

色を呈し,12～24時 間後は鮮紅色および暗赤色を呈し,

48時 間後には 鮮紅色 を呈する例が み られず,2例 とも

暗赤色を呈 した。旧ッ反復注射部位では発赤の色はPP

D-s反 復注射部位と同じであつた。PPD-s初 回注射

部位では4時 間後には 淡紅色および鮮紅色を呈し,12時

間以後は淡紅色を呈する例がみ られず,2例 とも鮮紅色

を呈 した。旧ヅ初回注射部位では4時 間後には2例 とも

淡紅色を呈して,鮮 紅色を呈する例がみ られず,12時 間

以後は淡紅色を呈する例がみ られず,2例 とも鮮紅色を

呈した。

すなわち発赤の色はPPD-s初 同注射部位および1日

ツ初回注射部位では,4時 間後には 淡紅色および鮮紅色

を呈し,12時 間後よ り鮮紅色を呈するようにな り,以

後は色の程度が徐々に増強する傾向があつたが,暗 赤色

を呈するまでには いた らなかつた。PPD-s反 復注射

部位および旧ツ反復注射部位では,4時 間後には 鮮紅色

を呈し,暗 赤色を呈する例は12時 間後よ り現われは じ

め,48時 間後には 全例が暗赤色を呈した。 そして発赤

の色について,PPD-s反 復注射部位 と旧ツ反復注射

部位 とを比較すると両者は 同じ経過を示し,著 差が認め

られなかつた。またPPD-s初 回注射部位 と旧ツ初回

注射部位 とを比べ ると両者は ほぼ同じ経過を示し,著 差

が認められなかつた。

2.組 織学的所見

組織学的所見においては,炎 性反応の程度をその広 さ

と組織変化の状態 との2つ の面か ら観察した｡

i)炎 性反応の広 さについて

まず炎性反応の広 さを毛細血管の拡張充盈,細 胞浸

潤,浮 腫および膠原線維の膨化の範囲に ついて観察 し

た。毛細血管の拡張充盈は乳頭層および乳頭下層に認め

られ,そ の範囲は発赤の範囲とほぼ一致していることが

認められた。また細胞浸潤,浮 腫および膠原線維の膨化

は乳頭層および乳頭下層ならびに網状層に認め

られ,そ れ らの範囲は硬結の範囲とほぼ一致 し

ていることが認められた。炎性反応の広さを,

PPD-s反 復,旧 ツ反復,PPD-s初 回およ

び旧ツ初回注射の4部 位に ついて観察すれば,

まずPPD-s反 復注射 部位 では4時 間後よ

りはなはだ大 きく現われ,48時 間後まで ほぼ

同程度で持続した。旧ツ反復注射部位では4～

24時 間後にはは なはだ 大 きかった が,48時

間後にやや減少した。PPD-s初 回注射部位

では4時 間後は小さかつたが,12～48時 間後

には増大した。旧ツ初回注射部位で も4時 間後

は小 さかつたが,12～ ・48時 間後には 増大した。

そして炎性反応の広さについて,PPD-s反 復注射

部位および旧ツ反復注射部位 とPPD-s初 回注射部位

および旧ツ初回注射部位 とを比較すると,両 初回注射部

位では4時 間後は小さく,12時 間以後には 増大してい

たが,両 反復注射部位では,4時 間後よりはなはだ大 き

く現われ,48時 間後までほぼ同程度で続いていた。P

PD-s反 復注射部位と旧ッ反復注射部位とを比べると,

PPD-s反 復注射部位のほ うが やや大きかつた。 また

PPD-s初 回注射部位 と1日ツ初回注射部位 とを比べ る

と,PPD-s初 回注射部位のほ うがやや大きかつた。

ii)組 織変化の状態について

組織変化の状態を毛細血管の拡張充盈,血 流停止,細

胞浸潤,浮 腫,膠 原線維の膨化および肥厚について観察

した。

イ)血 管および血流の状態に ついて

乳頭層および乳頭下層に おける毛細血管の拡張充盈の

程度については,PPD-s反 復注射部位では4時 間後

には弱かつたが,12時 間後にやや増強し,24～48時 間

後にはさらに増強した。旧ッ反復注射部位に お い て も

PPD-s反 復 注射部位 とほぼ 同じ経過が み られた。

PPD-s初 回注射部位では4時 間後は弱 く,12時 間以

後に増強し,旧 ツ初回注射部位に おいてもPPD-s初

回注射部位 とほぼ同じ経過がみ られた。

以上のごとく毛細血管の拡張充盈の程度は,4部 位 と

も4時 間後は弱 く,12時 間以後は次第に増強していた。
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血流 停止は,PPD-s反 復注射部位では4時 間後は

認め られず,12時 間以後には 全例に認め られた。 旧ツ

反復注射部位では4時 間後より認め られるようになり,

24時 間以後には全例に認め られた。PPD-s初 回注射

部位では4時 間後は認め られず,12時 閥後より認め ら

れ るようにな り,24時 間以後には 全例に認 め られた。

旧ツ初回注射部位ではPPD-sや 側 注射部位と同様な

経過がみられた。

以上のごとく血流停止は4部 位 とも4時 間後はほと

んど認められず,12時 間後よ り認め られはじめ,24時

間以後は全例に認められるようになつた。そしてPPD

-s反 復注射部位および旧ツ反復注射部位 とPPD-s初

回注射部位および旧ツ初回注射部位 とを比較す ると,そ

の発生頻度,程 度 ともに両反復注射部位のほうがやや強

かつた。また血流停止の程度をPPD-s反 復注射部位

と旧ツ反復注射部位 とで比較すると,両 者の間にはほと

んど差が認め られず,PPD-s哲 回 注射部位 と旧ツ初

回注射部位 とで比較して も両者の間にはほとんど差が認

め られなかつた(図2)。

図2血 流 停 止

注:●PPD-s○ 旧ツ

ロ)細 胞浸潤の状態について

細胞浸潤の密度については,毛 細血管周 囲にわずかに

存在す る程度,巣 状の程度,軽 度瀰漫性,高 度瀰漫性に

分けて観察した。細胞浸潤の密度は,乳 頭層および乳頭

下層においては,PPD-s反 復注射部位では4～24時

間後には軽度ないし高度瀰漫性を 呈し,48時 間後はや

や減弱して,軽 度瀰漫性を呈した。旧ツ反復注射部位で

は4～12時 間後には軽度ないし高度瀰漫性を呈し,24

～48時 間後は軽度瀰漫性を呈した。PPD-s初 回注射

部位では4時 間後は毛細血管周囲に細胞浸潤が わずか

に存在する程度で,12時 間後には増強して巣状を呈し,

24～48時 間後はさらに増強して巣状ない し軽度瀰漫性

を呈した。 旧ツ初回注射部位では4時 間後は毛細血管

周囲にわずかに存在する程度で,12時 間後にやや増強

して巣状を呈する例 も現われる ようにな り,24時 間後

にはさらに増強して巣状ないし軽度瀰漫性を呈したが,

48時 間後は2例 とも巣状を呈 した。

網状層においては4部 位 ともいずれ も細胞浸潤はと

くに汗腺周囲に認め られ,そ の経過はおおむね乳頭層お

よび乳頭下層のそれと平行していた。また網状層におけ

る細胞浸潤は,乳 頭層および乳頭下層のと比較すると,

PPD-s反 復 注射部位および旧ツ反復注射部位では4

～12時 間後は やや弱く,48時 間後には やや強かつた

が,PPD-s初 回注射部位 および 旧ツ初回注射部位で

はほぼ同程度であつた。4部 位の細胞浸潤の程度を比較

す ると,PPD-s初 回注射部位 および 旧ツ初回注射部

位では4時 間後に弱 く,以 後は時間の経過 とともに増

強したが,PPD-s反 復注射部位 および 旧ツ反復注射

部位では4時 間後よりはなはだ強 く現われ,48時 間後

図3細 胞 浸 潤 の 密 度

注:●PPD-s○ 旧ツ

+++高 度瀰漫性++軽 度瀰漫性
+巣 状の程度 ± 血管周囲にわずかに存在する程度
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まで強 く続いた。PPD-s反 復注射部位 と旧ツ反復注

射部位 との細胞浸潤の密度を比べると両者はほぼ同じ程

度で著差を認めなかった。 また,PPD-s初 回 注射部

位 と旧ツ初同注射部位 とを比べると両者 もほぼ同じ程度

で著差を認めなかつた(図3)。

遊 出細胞について:遊 出細胞の種類については乳頭層

あるいは乳頭下層の細胞浸潤の多い ところを選び,毛 細

血管周囲の細胞を数えて分類し,各 細胞の比率の算術平

均をとつた。好中球はPPD-s反 復注射部位では4時

間後ははなはだ多く約55%を 占め,以 後は次第に減

少し,24時 間後は30～35%,48時 間後は約30%を

占めていた。旧ツ反復注射部位でも4時 間後は多く,以

後は次第に減少したが,PPD-s反 復注射部位に比べ

ると一般に少なく,4時 間後には約40%,24時 間後

は約25%,48時 間後は約30%を 占めていた。PPD

-s初 回注射部位で も4時 間後は多く,以 後は徐々に減

少 したが,PPD-s反 復注射部位 および 旧ツ反復注射

部位よ りも少なくて,4時 間後は約30%,24～48時

間後は15～20%を 占めていた。 また 旧ツ初回注射部

位でもPPD-s初 回注射部位とほぼ同じ経過であつた。

大小単核細胞は,PPD-s反 復注射部位では4時 間

後は比較的少なく約40%を 占め,以 後次第に増加し,

24時 間後には60～65%,48時 間後は60～70%を

占めていた。旧ツ反復注射部位でも4時 間後は比較的

少なく約55%を 占め,以 後は増加 して,24～48時 間

には65～70%を 占めていた。PPD-s初 回注射部位

でもほぼ同様の経過がみ られたが,4時 間後はやや多く

60～70%を 占め,24～48時 間後は70～80%を 占め

ていた。また旧ツ初回注射部位でもほぼ同じ経過がみ ら

れた。

以上のごとく遊出細胞については,4部 位 とも好中球

は4～12時 間後には比較的多くて 主役をなし,大 小単

核細胞は24時 間後より大部分を占めるようになつた。そ

してPPD-s反 復注射部位および旧ツ反復注射部位 と

PPD-s初 回注射部位および 旧ツ初回注射部位 とを比

較すると,両 反復注射部位のほ うが好中球が一般に多か

図4好 中球および大小単核細胞の比率

注;●PPDs○ 旧 ツ

つた。PPD-s反 復注射部位 と旧ツ反復注敷部位 とを

比較すると,PPD-s反 復注射部位 のほうが好中球が

4～24時 間後に やや多かつた。 またPPD-s初 回注

射部位と旧ツ初回注射部位 とを比較すると両者の問には

ほとんど差を認めなかつた(図4)。

ハ)浮 腫および膠原線維の状態について

浮腫の状態について:浮 腫はその程度により高度 と軽

度に分けて観察 した。浮腫はPPD-s反 復注射部位で

は4時 間後より高度で,48時 間後までほぼそのままの

状態で持続 した。旧ツ反復注射部位 もPPD-s反 復注

射部位 と同様の経過が み られた。PPD-s初 回注射部

位では4時 間後は 軽度で,12時 間後 より増強しはじ

め,24時 間以後は高度になつた。 旧ツ初回注射部位で

は4～12時 間後は軽度で,24時 間以後は増強して高度

になつた。

以上のごとく浮腫は,PPD-s初 回 注射部位 および

旧ヅ初回注射部位では4時 間後は弱 く,12時 間後より

増強しはじめ,24時 問以後は強 くなっていたが,PPD

-s反 復注射部位および旧ツ反復注射部位では4時 間後

より高度で,48時 間後までほぼ そのままの 状態で持続

していた。浮腫の程度について,PPD-s反 復 注射部

位と旧ツ反復注射部位 とを比べると両者の間にはほとん

ど差がみ られなかつた。 またPPD-s初 回 注射部位 と

旧ツ初同注射部位 とを比べると両者はほぼ同様の経過を

示し,著 差がみ られなかつた(図5)。

図5浮 腫

注:●PPD-s○ 旧ツ++高 度+軽 度

膠原線維の状態について:膠 原線維について

はその膨化および肥厚について調べた。また膠

原線維の膨化および肥厚による線維の太さの程

度については,線 維の太さの程度が軽度で,健

康部と比較して太 くなつているのがみわけ られ

る程度の ものを(+),太 さの 程度が 高度で,

線維間隙がきわめて 狭小の ものを(+++),太 さ

の程度が中等度,す なわち(+)と(+++)と の

中間の ものを(++)と して記載した。

膠原線維の状態に ついては,PPD-s反 復

注射部位では4～12時 間後に軽度の膨化がみ

られ,24時 間後には膨化の程度が やや増強し
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て,軽 度ないし中等度の膨化がみ られるようになり,48

時間後にはさらに増強して高度の膨化がみ られるように

なつたが,線 維の肥厚はみ られなかつた。旧ツ反復注射

部位でもほぼ同様の経過が み られた。PPD-s初 回注

射部位では4～12時 間後は 線維の膨化の 程度がはなは

だ弱く,わ ずかに認め られる程度で,24時 間以後には

増強 して軽度の膨化がみ られるようになつた。そして反

復注射部位 と同様に線維の肥厚がみ られなかつた。また

旧ツ初同注射部位でもPPD-s初 回注射部位とほぼ同

様の経過がみ られた。

以上のごとく膠原線維の膨化の 程度は,4部 位とも

4～12時 間後は弱く,時 間の 経過 とともに強 くなつて

いた。そしてPPD-s反 復注射部位および旧ツ反復注

射部位 とPPD-s初 同注射部位および旧ツ初回注射部

位 とを比べ ると,両 反復注射部位のほ うが線維の膨化の

程度が強 くなつていた。PPD-s反 復注射部位と旧ツ

反復注射部位とを比べ ると,両 者の問には著差が認め ら

れなかった。またPPD-s初 回注射部位 と旧ツ初回注

射部位 とを此べ ると両者の閥には著差が認め られなかつ

た(図6)。

図6膠 原線維の膨化および肥厚による線維の太さ

注:●PPD-s○ 旧ツ
+++線維の太さの程度が高度で,線維間隙がきわめて狭少の

もの
+線 維の太さの程度が軽度で,健康部と比較して太くなつ

ているのが見分けられるもの

++線維の太さの程度が中等度で,帯と+の中間のもの

以 上の成績のごとく,PPD-s反 復 注射部位において

は旧ツ反復注射部位 と同様に組織学的にツ反応の促進現

象の像が認められた。すなわち炎性反応は,PPD-s

初回注射部位および旧ツ初回注射部位では4時 間 後 は

弱 く,12時 間以後よ り時間の経過 とともに増強してい

たが,PPD-s反 復注射部位および旧ツ反復注射部 位

では4時 間後よりはなはだ強 く現われ,48時 間後まで

ほぼ同程度で持続していた。PPD-s反 復注射部 位と

旧ツ反復注射部位とを比べると,両 者はほぼ同じ経過 を

示 したが,PPD-s反 復注射部位のほうが やや強か つ

た。またPPD-s初 回注射部位 と旧ツ初回注射部位と

を比べ ると,両 者はほぼ同じ経過を示したが,PPD-s

初回注射部位のほ うがやや強かつた。

総括および考案

胸部手術患者の背部において,1ヵ 月前に旧ツでツ反

応を行なつた部位に,PPD-sあ るいは 旧ツで再びツ

反応を行ない,ま た初回部位にもPPD-sあ るいは旧

ツでツ反応を行ない,手 術時に同時に皮膚を採取 し,ツ

注射後4時 間か ら48時 間にわたつて各部位の 組織像

を比較観察 した。

肉眼的所見については,反 応はPPD-s反 復注射部

位では4時 間後 よりはなはだ強く現われ,48時 間後ま

でほぼ同程度で持続 した。旧ツ反復注製部位では4～12

時間後にははなはだ 強かつたが,48時 間後にやや減弱

した。PPD-s初 同注射部 位では4時 間後は弱かつた

が,12時 間以後には増強した。 旧ツ初回注射部位 でも

4時 間後は弱かつたが,12時 間以後には増強した。

以上の ごとく,反 応はPPD-s初 回注射部位および

旧ツ初回注射部位では4時 間後は弱 く,12時 間以後に

は増強 したが,PPD-s反 復注射 部位および 旧ツ反復

注射部位では4時 間後 よりはなはだ強 く現われ,48時

間後までほぼ同程度で持続 していた。PPD-s反 復注

射部位 と旧ツ反復注射部位 とを比べ ると,両 者はほぼ同

じ経過を示したが,PPD-s反 復注射部位のほうが や

や強かつた。またPPD-s初 回注射部位 と旧ツ初回注

射部位 とを比べ ると,両 者はほぼ同じ経過を示したが,

PPD-s初 回注射部位のほうがやや強かつた。

組織学的所見については,PPD-s反 復 注射部位で

は乳頭層および乳頭下層の毛細血管の拡張充盈は4時 間

後は軽度であつたが,時 間の経過 とともに増強した。血

流停止は12時 間後より全例に現われた。細胞浸潤は乳

頭層および乳頭下層に おいては4～24時 間後には 強 く

現われ,48時 間後にやや減弱した。網状層に おいては

4時 間後より強 く現われ,48時 間後までほぼ 同程度で

持続した。遊出細胞は4～12時 間後は好中球が主役を

なし,24時 間以後は大小単核細胞が 多くなつた。浮腫

は4時 間後より強 く現われ,48時 間後までほぼ同程度

で持続 した。膠原線維については膠化は4～12時 間後

は軽度であつたが,時 間の経過 とともに増強した。線維

の肥厚はみ られなかつた。旧ツ反復注射部位では毛細血

管の拡張充盈,。血流停止,細 胞浸潤,遊 出細胞の比率,

浮腫および膠原線維の膨化等の組織変化はおおむねPP

D-s反 復注射部位 と同様の経過を示したが,炎 性反応
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の広さはPPD-s反 復注射部位に比 してやや小さかつ

た。PPD-s初 回注射部位では諸組織変化は4時 間後

は軽度で,12時 間後 より時間の経過 とともに増強した。

旧ツ初回注射部位 では諸組織変化はおおむねPPD-s

初回注射部位 と同様の経過を示 したが,炎 性反応の広さ

はPPD-s初 回注射部位に比 してやや小さかつた。

以上の成績のごとく,PPD-s反 復注射部位 におい

ては旧ツ反復注射部位 と同様に組織学的にツ反応の促進

現象の像が認め られた。すなわち炎性反応は,PPD-s

初 回注射部位および 旧ツ初回注射部位 では4時 間後は

弱 く,12時 間以後 より時間の経過 とともに増強 して

いたが,PPD-s反 復注射部位 および 旧ツ反復注射部

位では4時 間後よりはなはだ強 く現われ,48時 間後ま

でほぼ同程度で持続 していた。PPD-s反 復 注射部位

と旧ツ反復注射部位 との炎性反応を比べ ると,両 者はほ

ぼ同じ経過を示したが,PPD-s反 復注射部位 のほう

がやや強かった。またPPD-s初 回注射部位 と旧ツ初

回注射部位 との炎性反応を比べると,両 者はほぼ同じ経

過を示したが,PPD-s初 回注射部位 のほうが やや強

かつた。

本促進現象の本態に関しては,教 室の増村は旧ツ液の

ほかにPPD-s,ソ ー トン培地対照液 を,前 〓におい

てあらかじめ旧ツにてツ反応を行なつた部位に注射 して

反応の全経過を観察し,PPD-s反 復注射部位 では,

旧ツ反復注射部位と同様に反応は3,4時 間後の早期に

は強 く現われ,48時 間後に減弱することを認めた。 ま

た教室の宮下はPPD-sを 人体背部の同一局所に,4

週間隔で2回 反復注射 し,旧 ツ反復注射部位と同様に

反応は2～4時 間後の早期 より強 く現われることを認め

た。これ らの実験は,同 一局所にツ注射 を反復したさい

に現われる促進現象はツ活性因子に特異的な反応である

ことを示していると思われる。そして本報の成績は,こ

の考えを組織学的な面か ら裏書きしていると思われる。

結 論

胸部手術患者の背部において,1ヵ 月前に旧ツでツ反

応を行なつた部位に,PPD-sあ るいは旧ツで再びツ反

応を行ない,ま た初回部位にもPPD-sあ るいは旧ツ

で ツ反応を行ない,手 術時に同時に皮膚を採取 し,ツ 注

射後4時 間か ら48時 間にわたつて各部位の組織像を比

較観察した。

PPD-s反 復注射部位に おいては,旧 ツ反復注射部

位 と同様に組織学的にツ反応の促進現象の像が認め られ

た。

炎性反応については,PPD-s反 復注射部位では4

時間後よりはなはだ強 く現われ,48時 間後まで ほぼ同

程度で持続した。旧ツ反復注射部位ではPPD-s反 復

注射部位とほぼ同様の経過を示したが,炎 性反応の程度

はPPD-s反 復注射部位に比してやや弱かった。PP

D-s初 回注射部位では4時 間後は 弱 く,12時 間以後

より時間の経過 とともに増強した。旧ツ初回注射部位で

はPPD-s初 回注射部位 とほぼ同様の経過を示したが,

炎 性反応の程度はPPD-s初 同注射部位に比してやや

弱かつた。
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